
JP 2020-106739 A5 2021.12.9

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和3年12月9日(2021.12.9)
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【年通号数】公開・登録公報2020-027
【出願番号】特願2018-247364(P2018-247364)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     　　　Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月28日(2021.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　例えば、第１領域８１の範囲は、３１５°＜θ≦４５°であり、基準角度は０°又は３
６０°である。このため、角度差γの最大値は４５°となる。しかし、補正テーブル７１
ｃには、＋４６°≦角度差γ≦＋６０°の範囲の値も正のマージンの角度差γとして登録
され、かつ該正のマージンの角度差γに対応した補正パラメーターが登録される。また、
補正テーブル７１ｃには、－６０°≦角度差γ≦－４５°の範囲の値も負のマージンの角
度差γとして登録され、かつ該負のマージンの角度差γに対応した補正パラメーターが登
録される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　補正テーブル７１ｃに、マージンとして登録する角度差γの範囲は、任意に変更が可能
である。例えば、第１領域８１のマージンとして、＋４６°≦角度差γ≦＋９０°の範囲
の補正パラメーターや、－９０°≦角度差γ≦－４６°の範囲の補正パラメーターを登録
してもよい。また、＋４６°≦角度差γ≦＋１３５°の範囲の補正パラメーターや、－１
３５°≦角度差γ≦－４６°の範囲の補正パラメーターをマージンとして補正テーブル７
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１ｃに登録してもよい。第２領域８２や、第３領域８３、第４領域８４についても同様で
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　また、パラメーター決定部７５ｂは、プロジェクター１の動きが検出されてから、プロ
ジェクター１の動きが停止したと判定されるまで、回転角度θが属する領域、及び基準角
度を変更しないようにしてもよい。
　例えば、パラメーター決定部７５ｂは、角度検出部７５ａにより検出された回転角度θ
が属する領域として、最初に第１領域８１を判定した場合、回転角度θと、第１領域８１
の基準角度との角度差γに基づいて補正パラメーターを取得する。この場合、補正テーブ
ル７１ｃには、角度差γが大きくなった場合にも対応可能なように、例えば、０°≦角度
差γ≦＋１８０°の範囲の補正パラメーターや、－１８０°≦角度差γ≦－１°の範囲の
補正パラメーターを登録しておく。
　プロジェクター１の動きが停止したと判定されるまで、同一の領域の基準角度に基づい
て補正パラメーターを決定することで、投射画像３の形状が大きく変更されないようにす
ることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　また、制御部７０は、ステップＳ３１において回転角度θの変化を検出した場合（ステ
ップＳ３１／ＹＥＳ）、ステップＳ２４で判定した属する領域を変更せずに、この属する
領域に設定された基準角度と、ステップＳ３０で算出した回転角度θとの角度差γを求め
る（ステップＳ３３）。制御部７０は、角度差γを求めると、求めた角度差γに対応づけ
られた補正パラメーターを、補正テーブル７１ｃを参照して取得する（ステップＳ３４）
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　１…プロジェクター、３…投射画像、３ａ…上辺、３ｂ…下辺、５…投射面、１０…筐
体、１０ａ…側面、１０ｂ…側面、１０ｃ…背面、１０ｄ…前面、１０ｅ…上面、２０…
支持部、２１…台座部、２１ａ…上面、２２…脚部、３０…投射部、３１…光源、３３…
光変調装置、３５…光学ユニット、４１…駆動回路、４３…光変調装置駆動回路、５１…
リモコン受光部、５３…操作パネル、５５…加速度センサー、６１…画像インターフェイ
ス、６３…画像処理部、６５…フレームメモリー、７０…制御部、７１…記憶部、７１ａ
…制御プログラム、７１ｂ、７１ｃ…補正テーブル、７５…プロセッサー、７５ａ…角度
検出部、７５ｂ…パラメーター決定部、８１…第１領域、８２…第２領域、８３…第３領
域、８４…第４領域。
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